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令和７年度 第３回 雲南市地域公共交通協議会議事録 

日時：令和８年２月１９日（木）１０時～11時 40分 

場所：雲南市役所 ５階 全員協議会室 

 

１． 開会 

 

２． 会長あいさつ 

 

３． 議題 

（１）雲南市地域公共交通計画の素案について                    資料№１ 

事務局より資料No.1 に基づき説明  

委 員：充実した中身になってきているという印象を受けたが、A～Cゾーンそれぞれの地域での生活がこの

交通の変化によりどう変わるかを住民の皆さんに説明できるかということと、「利用しよう」と意識と行動

を変えることができるかが重要になる。素案で説明するのは難しいと思うので、それぞれの地域にふさ

わしい説明資料や動機付けの資料を作成して説明をしてはどうか。このスケジュールの中でぜひご検

討いただきたい。そろそろ、計画の策定から実行という段階になっていると感じている。 

事務局：今回お示しした素案の他に、詳細なデータを掲載した資料版を作成する予定。また、ゾーンごとに概要

版の作成も検討している。あわせて、スケジュールにも記載しているが、ワークショップを 3つのゾーン

ごとに開催予定。本日ご参加いただいている利用者代表の自主組織の代表の方にご協力いただきな

がら、またそれぞれの地域にあった説明資料を作成しながら進めていきたいと考えているのでよろしく

お願いしたい。 

（２）雲南市民バス（７８・７９条運行）のダイヤ改正等について            資料№２ 

事務局より資料No.2に基づき説明  

委員：今年度より、朝の登校時間に合わせて市民バスを JR に接続するとともに、本校の昇降口付近まで市民

バスを乗り入れていただいている。JR を利用して通学する生徒は、地元をはじめ、奥出雲町では仁

多・横田方面、松江市では宍道方面、出雲市方面にわたっており、生徒募集の観点においても市民バ

スと JRの接続によって広域な募集が可能になる。出雲大東駅から高校まではわずか2kmの距離で

はあるが、猛暑となる夏季においては、生徒の登校時の負担が大きく軽減されている。また、自転車を

二台準備する必要がなくなることから、経済的な面においても保護者の負担軽減につながっている。 

来年度からは、下校便も JR に合わせて、市民バスの本校への乗り入れを計画していただいている。加

えて、部活動終了後の生徒の下校にも利用できるようダイヤを編成していただいていることに対し、深

く感謝申し上げる。これにより、登校時と同様に、多数の生徒が利用するものと見込んでいる。 
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（３）飯南町生活バス「赤名・吉田線」のダイヤ改正について            資料№３ 

事務局より資料No.3に基づき説明  

質疑なし・承認 

 

（４）廃止路線代替バス「根波線」の雲南市への乗り入れ廃止について     資料№４ 

事務局より資料No.4に基づき説明  

委 員：本件につきましては、特に意見等なし。必要に応じて対応させていただく。 

 

（５）だんだんタクシー（４条運行）の運行内容等変更について           資料№５ 

事務局より資料No.5に基づき説明  

質疑なし・承認 

 

（６）バス停に関する変更について                             資料№６ 

事務局より資料No.6に基づき説明  

質疑なし・承認 

 

 

４．報告 

  ・ＪＲ木次線利用促進事業の実施について                       資料№７ 

事務局より資料No.7に基づき説明  

質疑なし 

 

  ・地域自主組織（多根の郷）による輸送サービスについて             資料№８ 

事務局より資料No.8に基づき説明  

質疑なし 

 

５．その他 

・雲南市民バス時刻表の配布について 

 

 

 

～閉会～ 


